
右上図 7階地理学科の各室配置図 (斜線部分は仏文科の領域 ) 1:機械器具室 2:製図室

3:事務 ･複写室 4:図書室 5:土壌実験 ･研究室 6:写真判読室 7:研究室 8:研究

室 9:計測 ･研究室 10:研究室 11:演習室 12:気候実験 ･研究室 13:院生 ･学生控

室
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学 会 関 係

日本地理学会の 1971年度総会及び春季大会は, 4月3日から6日にかけて開かれ, 3日と4

日は本学にて研究発表をどが, 5日と6日は巡検が行をわれた｡年々大会参加者が増える傾向にあ

るため,発表会場は講堂も含めて6ヶ所に分かれて行をわれ,懇親会の会場には体育館があてられ

たO本学関係発表者は次の通Dであったo林原陽子 (14回生 )･坂口陽子 (大学院 4回生 ):秩

臼市付近の砂丘地形o大会では昨年本学を退官された日本地理学会会長渡辺光先生の ｢地理学の多

様化と一元性に関する問題点｣と題する演説が行覆われたほか,山崎 ･小川両先生誕生百年記念講
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演会, ｢地域空間経営における地理学者の役割｣をテーマとするシンポジウム,およびレンヌ大学

のフT)ッポノー教授の特別講演をど,多彩を催 しがあったo教室の教官 ･学生,その他多 くの関係

者の努力によって大会は成功のうちに終了することができた｡巡検は次の4班に分かれて行なわれ

た｡A班 :甲府盆地の自然 ･土地利用 ･伝統産業,B班 :武蔵野台地北部の地形 ･地質,0班 :刺

根大堰と見沼代用水,I)班 :東京湾コース｡

日本地理学会の秋季大会は. 10月 2日から7日にかけて鹿児島市を中心にして開かれた｡シン

ポジウムおよび一般発表は2日, 3日の両 日鹿児島大学で,巡検は4日～7日に行をわれた｡シン

ポジウムは 3つ行75:われ,テーマはそれぞれ.r台地｣, ｢地域開発と環境保全｣, ｢離島｣ であっ

た｡

巡検は次の4班に分かれて行なわれた0第 1班 :桜島 ･鹿児島市内コース,第 2班 .'宮崎 ･大分

方面,第 3班 :熊本 ･長崎方面,第 4班 :奄美大島 ･徳之島｡

正井先生札 8月 17日よ98月 29日まで第 12回太平洋学術会議 (キャンベラで開催 )出席の

のためオース トラリアに出張されたO同会議には本学元教官渡辺光先生 も出席された｡

(内藤記 )

同 窓 会 関 係

地理学科第 11回同窓会は,昭和 46年 11月 14日(臼)正午 よb桜蔭会館において開催され

たo前年度の会計報告.新入会員の名簿配布等にひきつづき,会員相互に近況を話 し合い予定よb

やや遅れ, 13時 30分から先生方を迎えての会食0 14時 30分よD,上条淑子会員 (第 4回生

)によるスライド｢シルクロー ドの魅惑｣が上映され, 16時閉会と浸った｡当日は丁度都内各所

で不穏を動 きがあD.国電をはじめとする交通が乱れたこともあD.出席予定者が欠席と浸る次第

であったが,先生方 7名,会員及び同行者 25名の出席o飯本先生,赤木先生,渡辺先生方の御健

康を御様子に会員も一安心.一方,会員の方は同行者の数が次第に増え,にぎやか夜会であった.

スライドには上条会員の活発を御活躍が伺われ,頼もしく感じた後輩の数 も多かった｡遅刻 して

入場せずに帰 られた方,閉会後にかけつけた方をどもあった｡

同窓会は毎年. 11月の微音祭第 2E](日曜日)の正午 よb桜蔭会館において開催 している.莱

年の担当者札 石川良美会員 (第 17回生 ),森純子会員 (第 19回生 )が予定されている｡会員

数が増え, 200名余Dと浸ったo

(岡崎記 )
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